
 

第１８回 旅行動向シンポジウム 

料理人の世界観が人を呼ぶ時代 
～オーベルジュが観光を変える！？ 

 
同時発表：２００９年の旅行動向見通し 

 
２００８年１２月１７日（水） 1３：３０～１７：２０ 

東京・大手町 経団連会館 

 
＜主催＞ 財団法人日本交通公社 

 

 

◆ご案内◆ 

地域の食材利用はもちろん、その地域の景色や文化と“一体化”した料理を求めてわざわざ出かけ

る人が増えています。彼らは料理に表現された料理人の個性的な世界観やメッセージを受信、体感し

ているようです。それは「旅行にいくならついでに美味しいものを・・」といった動機の旅行とは異

なる、新しい
．．．

観光の動き。 
パリから遠いフランス中南部の片田舎ライヨール村には、三つ星レストラン「ミシェル・ブラス」

を訪れる人が年間約 40 万人も。 
食材と風景と志高い料理人が織りなす、その地域でしか実現されないコト＝食事。食が地方に人を

呼ぶ－そんな発想にもとづくプロジェクトが日本各地で徐々に動き出しています。 
 
本年のゲスト講師には、北海道での本格的オーベルジュの先駆けとして、1997 年に真狩村で「マッ

カリーナ」をオープンさせた中道博氏をお招きします。「マッカリーナ」は、本年７月、洞爺湖サミッ

トの福田首相主催ファーストレディー昼食会の会場になりました。中道氏はサミット会場「ザ・ウィ

ンザーホテル洞爺リゾート＆スパ」の料理顧問でもあり、サミットの苦労話などもお聞きできるかも

しれません。 
 中道シェフと一緒に、時代を読んだ新しい旅行スタイル、観光のあり方について議論を展開してま

いります。海外旅行の経験を増やした日本人、インバウンド旅行者の増加が今、新しい観光のカタチ

を生み出しているようです。  
 
第一部では恒例の２００８年の旅行・観光マーケットの動向と２００９年の予測について財団法人

日本交通公社の観光経済分析チームから報告します。 
 
多数の方々のご参加をお待ちしております。 

 



◆プログラム◆ 

13：00 開場 
 
13：30 開会・主催者ご挨拶 

 

     第１部 ２００９年の旅行動向見通し 

 

米国に端を発した金融危機が国内の消費に及ぼす影響が懸念されています。2008 年の旅

行・観光マーケットの動向、及び 2009 年の市場動向の予想について、最新の調査結果を踏

まえ、報告します。 

 

プレゼンター：財団法人日本交通公社 観光経済分析チーム 

14：50  休憩 

 

15：10 第２部 料理人の世界観が人を呼ぶ時代～オーベルジュが観光を変える！？ 
 
 

札幌のレストラン「モリエール」を経営していた中道シェフは、店の飲み水用にと札幌

から車で２時間かけて羊蹄山の麓の伏流水を汲みに通ううち、野菜の宝庫、真狩村と出会

います。「料理人が自然から受ける生命力を自分の五感で味わいつくし、その感動を料理

にして伝えたい、食材の生産者も料理人もお客様も一体となって“おいしさ”を追求して

みたい」・・こうして過疎からの脱却をめざす村おこし事業と合体した本格的フランス料

理レストラン構想「マッカリーナ」プロジェクトはスタートしました。人口 2300 人の真

狩村を訪れる観光客は今や 50 万人を超えています。 
07 年には、中道氏はＪＡびえい（北海道美瑛町）とのコラボレーションでレストラン「美

瑛選果・アスペルジュ」を新たに開店、地域農業とのかかわりを一層深めながら、活動の

舞台をさらに広げています。 
地方の観光を変える可能性と力をもつ「食」。その背景にある時代のニーズに迫ります。 

 
◎ゲスト講師 
◆中道 博 氏 
（レストラン「モリエール」／オーベルジュ「マッカリーナ」 オーナーシェフ） 

 
北海道を代表するフレンチシェフ。高校卒業後、札幌の一流ホテルでフランス料理を学び、

その後 23 歳で渡仏。1978 年には世界料理人オリンピックで金賞を受賞。帰国後札幌にフ

ランス料理店「モリエール」を開店、他にも北海道内に数店舗のレストランを持ち、地元

北海道の素材にこだわった食のプロジェクトを展開中。07 年、ＪＡびえいとの協働による

「美瑛選果・アスペルジュ」開業。08 年、洞爺湖サミットの料理をプロデュース。 
http://www.sapporo-moliere.com/index.html 

 
◎コーディネーター 
◆小林 英俊  財団法人日本交通公社 常務理事 
◆久保田美穂子 財団法人日本交通公社 主任研究員 

※登壇者・タイムスケジュールはやむを得ず変更となる場合がございます。 

17：20  閉会 



◆参加要項◆ 

 
◇開催日 2008 年 12 月 17 日（水）  

  13：30～17：20 

 

◇会 場 東京・大手町／ 

  経団連会館 11階 国際会議場 

  東京都千代田区大手町１－９－４ 
  （地下鉄大手町駅下車１分） 

  ＴＥＬ：０３－３２７９－１４１１（代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇参加費 一  般１５，０００円 

  賛助会員１３，５００円 

※２名様以上でお申し込みの場合、お２人目からは 10,000 円でご参加いただけます。 

  （財団法人日本交通公社の賛助会員は同 9,000円になります） 

  

◇募集人員 ２００名 

 

◇申込締切 １２月１０日（水）（ただし、定員に達し次第締め切らせていただきます） 

 

◇申込方法 裏面の参加申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸにてお申し込みください。 

  お申し込み受付後、参加証と請求書をお送りいたします。 

  ※尚、参加費ご請求後のお取り消しはご容赦願います。 



 

「第 18回 旅行動向シンポジウム」 参加申込書 

申込締切：１２月１０日（水） 

(財)日本交通公社 雨宮行 

◆お申込み日：    月    日 
【個人情報の取扱について】 

※ 下欄にご記入頂く個人情報は当財団が定める個人情報の利用目的の範囲内で利用させて頂きます。 

※ 当財団の個人情報の取扱についての詳細はホームページ（http://www.jtb.or.jp）をご覧ください。 

※ 上記事項に同意頂ける場合に下欄に必要事項をご記入頂きますようお願いいたします。 

 

（ふりがな） 

貴 社 名 

 

ご 住 所 
〒     - 

業  種 

１．官公庁   ２．旅行業 ３．観光関係団体 ４．政府観光局 ５．航空会社    

６．旅館･ホテル ７．運輸  ８．シンクタンク ９．金融･保険  10．大学･専門学校 

11．報道  12．ＪＴＢ関連 13．その他（                   ） 

ふ り が な 1人目 2人目 

お 名 前   

申込タイプ 

※該当欄□にチェ

ックしてください 

□１５，０００円（一般） 

□１３，５００円（賛助会員） 

□１０，０００円（一般） 

□ ９，０００円（賛助会員） 

部 署 名   

役 職 名   

ＴＥＬ   

ＦＡＸ   

E-mail  

記入者 
□ご本人さま 

□ご本人さま以外（お名前                 連絡先：TEL               ） 

通信欄 
 

 

 

◆お申し込み・お問い合わせ◆ 

財団法人日本交通公社  観光文化事業部 雨宮・黒須 

TEL：０３－５２０８－４７０４（平日10：00～18:00）    FAX：０３－５２０８－４７０７ 

〒100-0005 東京都千代田区丸の内１－８－２ 第一鉄鋼ビル９階 

URL：http://www.jtb.or.jp  E-mail：jtbfseminar@jtb.or.jp 

事務局使用欄 No. 入力    ／ 参加証・請求書送付   ／ 

ＦＡＸ ：０３-５２０８-４７０７ 


